
第123回国立天文台運営会議議事抄録 

 

日 時：2025年3月25日（火）11時00分～16時50分 

場 所：国立天文台大会議室及びオンライン（Zoom） 

出席者（会場）：吉田（議長）、生駒、鵜澤、河野、齋藤、野村、深川、本間、山田、米倉

各委員 

出席者（Zoom）：兒玉（副議長）、荒井、臼田、大向、小林、住、宮﨑、横山、渡部 各委員 

欠席者    ：栗木、田越 各委員 

オブザーバー ：土居台長、藤田事務部長 

 

【サイエンスレポート】 

次のとおり、研究成果の報告があり、質疑応答を行った。 

「多波長ミリ波偏光観測による原始惑星系円盤HD142527の 3 次元磁場強度分布の推定」 

（国立天文台アルマプロジェクト 特任助教 大橋 聡史） 

 

【台長等諸報告】 

１．研究教育職員の人事異動について 

土居台長から、資料１に基づき、研究教育職員の人事異動について報告があった。 

 

２．台長諸報告 

  土居台長から、資料２に基づき、コミュニケーション活性化、TMT関連の状況、EACOAと

国際協力、SX研究拠点、その他課題の検討状況について報告があった。 

 

【議 事】 

１．前回議事抄録について 

資料３に基づき、第122回議事抄録について内容を確認した。 

 

２．研究教育職員等の人事について 

（１）研究教育職員の公募について 

齋藤委員から、資料４に基づき、アルマプロジェクト教授または技師長の公募について

説明があり、審議の結果、公募文を一部修正することとし、承認した。併せて回収資料１

に基づき、同公募に係る人事候補者選考会について説明があり、構成員を選出した。 

続いて、臼田委員から、資料５に基づき、ＴＭＴプロジェクト教授の公募について説明

があり、審議の結果、公募文を一部修正することとし、承認した。併せて回収資料２に基

づき、同公募に係る人事候補者選考会について説明があり、構成員を選出した。 

続いて、本間委員から、資料６に基づき、水沢ＶＬＢＩ観測所准教授の公募について説

明があり、質疑応答の後、承認した。併せて回収資料３に基づき、同公募に係る人事候補

者選考会について説明があり、構成員を選出した。 

続いて、鵜澤委員から、資料７に基づき、先端技術センター准教授の公募について説明

があり、審議の結果、公募文を一部修正したうえで改めてメール審議を行うこととした。

併せて回収資料４に基づき、同公募に係る人事候補者選考会について説明があり、構成員



を選出した。 

 

（２）研究教育職員の選考について 

チリ観測所教授の選考について、人事候補者選考会から、回収資料５に基づき、審査報

告があった。審議の後、候補者について可否投票を行った結果、次のとおり採用すること

とした。 

 

チリ観測所 教授 １名 

 

続いて、女性限定公募准教授の選考について、人事候補者選考会から、回収資料６に基

づき、審査報告があった。審議の後、候補者について可否投票を行った結果、次のとおり

採用することとした。 

 

女性限定公募 准教授 ２名 

 

続いて、アルマプロジェクト准教授の選考について、人事候補者選考会から、回収資料

７に基づき、審査報告があった。審議の後、候補者について可否投票を行った結果、次の

とおり採用することとした。 

 

アルマプロジェクト 准教授 １名 

 

（３）年俸制職員（特任教員）の選考について 

齋藤委員から、回収資料８に基づき、野辺山宇宙電波観測所特任准教授または特任助教

の選考について審査報告があった。審議の後、候補者について可否投票を行った結果、次

のとおり採用することとした。 

 

野辺山宇宙電波観測所 １名 

 

続いて、深川委員から、回収資料９に基づき、アルマプロジェクト特任助教の選考につ

いて審査報告があった。審議の後、候補者について可否投票を行った結果、次のとおり採

用することとした。 

 

アルマプロジェクト 特任助教 １名 

 

（４）クロスアポイントメントについて（報告） 

  鵜澤委員から、資料８に基づき、宇宙航空研究開発機構とのクロスアポイントメントの

延長について報告があった。 

 

 

 

 



（５）職務確認書について  

土居台長から、資料９に基づき、次の者にかかる職務確認書の報告があった。 

 

2024年9月1日付け着任 アルマプロジェクト 助教 １名 

2025年1月1日付け着任 先端技術センター 助教 １名 

 

３．将来計画策定プランについて 

科学戦略委員会の本原委員長から、資料 10-１～10-６に基づき、第Ⅳ期第 3 回から第 5

回までの科学戦略委員会及び第 1 回から第 3 回までのサイエンスロードマップ策定委員会

（2024 年 12 月 16 日、2025 年 1 月 21 日、2025 年 2 月 10 日開催）における議論について報

告があり、質疑応答を行った。次回はヒアリングのまとめや実施計画策定の考え方につい

て確認することとした。 

 

４．報告事項 

（１）専門委員会報告 

 ・ 研究交流委員会 

生駒委員から、資料11-１に基づき、台長から研究交流委員会への諮問事項について、資

料11-２に基づき、財源不足によるNAOJシンポジウムの公募休止について報告があり、質疑

応答を行った。 

 

 ・ 外部委員協議会 

  米倉委員から、資料12に基づき、2024年度中に開催した外部委員協議会の議事について

報告があった。 

 

（２）2025年度台内予算配分について 

  齋藤委員から、資料13に基づき、2025年度の予算配分について報告があった。 

 

（３）プロジェクト延長審査結果について 

  齋藤委員から、資料14に基づき、2024年度末あるいは2025年度末に期限が到来するプロ

ジェクト等に関して、期限を2028年3月まで延長したことについて報告があった。 

 

（４）外部評価における推奨事項の対応状況について 

  齋藤委員から、資料15に基づき、2023年度に野辺山宇宙電波観測所・水沢ＶＬＢＩ観測

所・ＡＳＴＥプロジェクトを対象として実施した外部評価において、報告書で提言された

事項への対応状況について報告があった。 

 

（５）来年度の開催日程について 

  資料16に基づき、来年度の開催日程を確認した。 

 

以上 


